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Ⅰ．緒　言
　本学北方圏生涯スポーツ研究センターは，平成16年度
からプロジェクト研究「北方圏における総合型地域ス
ポーツクラブ設立に関する研究」が開始され，そのプロ
ジェクト研究において，当時地域スポーツクラブ研究分
野が中心となって総合型地域スポーツクラブの設立を推
進してきた。平成19年10月には「北翔大学北方圏生涯ス
ポーツ研究センター総合型地域スポーツクラブ」（以下
スポルクラブ）が設立され，数多くの地域住民が参加し
順調に活動が展開されている。現在の会員数は地域556
名，体操374名数え，実施プログラムも地域27，体操13
となっている。
　現在実施されているプログラムは，本学周辺地域住民
を対象に軽運動やトレーニングを実施するものと，地域
住民のとくに子どもたちを対象にした体操を実施するも
のが展開されている。地域住民対象実施プログラムの多
くは昼間に実施されていることもあり，その参加者の平
均年齢は60歳を超えている。一方，子どもたちを対象と
した体操プログラムについては，夕方以降に実施してい
るが，本センターのジムナスホールを主に使用すること
から，他事業や研究活動との重複が少なく，定期的な活
動が可能となっている。その他の競技や種目については，
今のところ実施されていない。
　本学では，本センター研究員が多く所属している生涯
スポーツ学部が設置されており，特にスポーツ教育学科
においては競技スポーツコースを含めた３つのコースを
平成26年度より設置している。競技スポーツコースに
とっては，より競技力が高い学生によるハイレベルなプ
レーが実施されるとともに，高い競技力へ指導できる指
導者の養成を期待するものである。また，スポーツトレー
ナーコースにとっては，アスレティックトレーナーを希
望する学生が間近にトレーナー活動を実施する対象が存
在することとなり，実践力が身につく。そして，スポー
ツ教育コースにとっては，保健体育の教員を目指しなが
ら，部活動指導や地域のスポーツ活動の補助が実践でき
る能力が身につけられる。
　先述のとおり，スポルクラブでは子どもたちを対象と
したプログラムは現在体操のみである。本センター及び
本学スポーツ教育学科の背景から鑑みると，他の競技に
ついても，子どもたちを対象とした教室活動などを展開
していくことも検討することは有用である。現在でも不
定期ではあるが，野球教室，走り方教室などは実施され
ており，学生も指導者として補助に入ったり，実際に指
導に当たったりしている。定期的なプログラムとなると
展開実施場所や費用負担などの問題が山積されるが，学
生が一人前の指導者になるまでには，相当の時間も要す
るため，スポット的であれ機会があれば経験をしたり，
取り組んだりすることは，非常に良い事である。そうし
たところ，近隣市体育館主催による半年間23回に渡る長
期間のバレーボール教室の指導者について，本学学生に
指導依頼があった。小学生の初心者対象ということで
あったが，ちょうど良い機会と捉えた。
　主催者からの依頼経緯については，女子大学生バレー
ボール部が指導するというコンセプトであり，長年大学
女子バレーボールで活躍し多くの人材を輩出しているこ
と，教室実施体育館と大学が近隣に位置し，毎週長期間
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通うには都合が良いことなどからである。すでに，札幌
市内では他体育館においてバレーボール教室は実施され
ているとのことであるが，依頼コンセプトとしては，バ
レーボールの技術向上は第一であるが，バレーボールを
通じたスポーツ活動の実践，楽しさや協調性を学ばせる
ことにも重きをおくため，チームを結成し大会に出場す
るといったことに主眼を置くものではない。したがって，
学生による地域貢献にも該当し，参加者にとっても良い
機会となると考え，最終的には，本センター及び本学，
関係団体とも調整し，受諾することとなった。 
　そこで，本研究では，バレーボールにおける子どもた
ちを対象とした定期的で長期間のプログラムの実践が，
どの程度地域貢献につながるのか，そして，学生は指導
者としてのどのような経験につながったのか，学生の指
導内容の変化，及び主催担当者の聞き取りの中からまと
めるものである。今後のスポルクラブや大学の地域貢献
活動におけるプログラム実施検討，学生指導者育成に役
立てたい。
Ⅱ．研究方法
　本研究の対象は，札幌市Ａ区体育館で実施された，小
学生の初心者を対象としたバレーボール教室における，
参加者，学生指導者，主催担当者である。参加者は，男
子７名（小５年２名，小６年５名），女子７名（小４年２名，
小５年５名）計14名である。学生指導者は本学女子バレー
ボール部に所属する４年生３名，３年生１名でいずれも
教員免許取得希望者計４名である。バレーボール指導に
関しては，講習会等での指導補助としての経験はあるも
のの，定期的で長期間の教室は初めてである。主催担当
者は，本教室開催の担当者であり，学生指導者の依頼か
ら参加者募集および実施内容に関する相談まで全般にわ
たり担当していただいた。教室の実施期間は，平成28年
４月より９月までの毎週金曜日16：00～17：30までの
90分間全23回で，場所は札幌市Ａ区体育館である。
　全実施回数23回のうち，８回毎に区切り，前期・中期・
後期の大きく３期に分け，聞き取り調査を中心に変容を
明らかにしていくものである。参加者及び保護者への聞
き取りは実施せず，あくまで学生指導者と主催担当者か
らの聞き取りで表すこととする。学生指導者については，
毎回の指導に対してそれぞれ簡易な指導案を作成させ，
概ねの流れを事前に確認し指導に当たっていた。また，
指導後は反省や次回指導者への申し送りなど書き留めて
おくために，記録用紙を作成した（図１）。これら資料
をもとに，前期・中期・後期の変容についてまとめるも
のである。
図１　バレーボール教室学生指導者記録用紙
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Ⅲ．結果と考察
１．前期（第１回～８回）
　前期は，不慣れな教室のスタートということもあり，
指導案の作成や全23回の展開について，教室を開始する
前に話し合いやシュミレーションを繰り返した。対象者
は小学生の初心者とはいえ，どの程度のレベルの参加者
であるのか見当がつかない部分もあり，主催担当者には
初心者限定でお願いしていたが，募集の都合上，小３～
中３の６歳幅となったため，初心者を歓迎する旨の表記
とし，問い合わせや申し込みの段階において初心者中心
で進める旨参加者には伝え，参加者のレベルや活動状況
を確認しながら，開始前準備を進めていた。募集のチラ
シは次のようなものである（図２）。
　実施内容は，基本的には，準備体操からはじまり，コー
ディネーショントレーニング（図３），15分程度のプロ
グラムを３～４実施し，最後はクールダウンを行うもの
である。15分程度のプログラムは，ドリル的な反復練習
から，複合練習，そのうえでラリーや簡易ゲームへとつ
なげていく内容をいくつか準備した。コートについては，
通常の６人制バレーボールのコート１面と，ネットは小
学生用２ｍで設定し，ボールについても小学生用４号公
式軽量球と４号スマイルボール（スポンジ製）を準備し
た。
　第１回は，先述の参加者14名からは男子５年生１名が
途中加入であったため，13名でのスタートであった。男
子６年生５名は非常に元気が良く，バレーボール自体は
初心者でありながらも，運動能力的には女子はもちろん，
他を圧倒していた。女子７名は差があるものの，ボール
を打ったり，連続でパスしたりも難しく，今後の実施内
容は男女分かれて，指導者も２～３名の複数体制により，
運動能力レベルに応じた形で進めることとなった。
２．中期（第９回～15回）
　中期は，男女を分けて実施していた影響からか，男子
には出来るものの，女子には実施困難な内容も多くなり，
学生指導者も複数体制で実施しているものの，男子には
メニューを与えて実践させ，女子にはマンツーマンに近
い形をとることもあった。何回かそのような形で進んで
いくと，やはり元気の良い男子は，より自由奔放に運動
をすることも多くなり，学生指導者のみでは収拾がつか
なくなる場面も次第に多くなってきた。
　主催担当者との相談を重ねて，全体練習よりも個人練
習的な基礎練習を取り入れ，運動能力だけでなく，技術
的要素を向上させるように実施内容を修正したところ，
取り組みの姿勢に変容が見られ，自由奔放に運動するこ
とも少なくなっていった。しかしながら，反復練習や基
礎的な練習は飽きが伴うものであり，小学生やまして初
心者のレベルで長時間実施することは難しい。学生指導
者も参加している子どもたちが満足していない様子を感
じていたようであり，その都度相談を受けながら内容を
修正し，実施する繰り返しが続いた。
図３　コーディネーショントレーニングトライカード・
チャレンジカード（出典：東根2007）
図２　募集チラシ（関係部分のみ筆者が抜粋）
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３．後期（第16回～23回）
　次第に，参加者のレベルに応じてではあるものの，ボー
ル捌きは上手くなり，恐怖心が減り，積極性が出てきた。
また，ネットを挟んでのラリーや簡易的なゲームもでき
るようになってきた。しかしながら，男子と女子の差は
依然大きく開いたままであり，学生指導者も複数体制で
実施しながら，やはり女子の個別対応に掛かり切る場面
も少なくなく，学生指導者は苦慮していた。そして，お
互いの慣れからか，学生指導者の指示を無視したり，遊
び半分の行動も目立ったりしていたため，主催担当者を
交えながら，教室実施時の基本的な約束やルールの徹底
を行なった。
　学生指導者にとっては，やはり定期的で長期間の教室
指導は初めてであり，且つ，これまで経験してきた中学
や高校での部活動はしっかりとした指導者の下，基本的
な約束やルールを徹底してきた。しかしながら，小学生
に対する接し方については，なかなか厳しく当たること
も出来ず，不慣れなまま困惑していた部分が多かった。
バレーボール技術の指導だけでなく，教育的指導につい
て，どこまで踏み込んで良いものなのか，測りきれない
ままであった。そこには，やはり学生にとって経験不足
と自信の無さが如実に現れる形となり，参加者をコント
ロールするうえでは経験豊富な指導者との差が浮き彫り
となった。
　参加者の出席票一覧（表１）を見る限り，後期８回の
出席率が低くなっている。因果関係は明らかにできない
が，夏季休暇中や連休前日と重なったためことや，欠席
数が多かった一部の男子参加者にとっては，不満足で
あったかと思われる。やはり，長期間の教室を開催する
ための指導内容については，十分に準備することは無論
であるが，ボール慣れが十分であればラリーやゲームに
繋げられるものの，とくに初心者の教室においてゲーム
などの実施することが難しい場合，基礎練習ばかりでな
くワンバウンドでも良い，キャッチしても良いなど，ゲー
ム感覚も味わわせられる工夫も必要であると考える。
Ⅳ．まとめ
　いずれにしても，全23回を無事終了するにあたり，学
生指導者の満足度はまずまずであった。それは，一貫し
て指導に当たれたこと，困難な状況に直面しながらも指
導経験が積めたこと，楽しかった，まだ続けたいと言っ
てくれた参加者がいたことなどがあげられる。しかしな
がら，参加者の約束を守らなかったり，話を聞かないな
どの行動に対してどこまで注意すべきであるのか，常に
迷ったまま葛藤し指導を続けていた学生もいた。また，
参加者がつまらなそうにしていることに対して，指導力図４　学生の指導の様子（写真）
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の無さを痛感する学生もいた。
　参加者の満足については，聞き取りを行なっていない
ため測ることはできないが，女子参加者の大半は，まだ
続けたいと学生指導者に意思を伝えていることから満足
している様子であった。しかし，男子５，６年生の中で
バスケットボール教室を抽選で外れた参加者は，同時間
半面でその外れたバスケットボール教室が開催されてお
り，そちらを眺める様子や，そちらの友人と談笑する場
面も確認されていることから，そうした参加者の満足低
かったのではないかと推察できる。
　主催担当者は，開催前計画時に，経験豊富な指導者で
はなく，あえて学生による指導を期待していた部分が大
きい。それは，同市他区体育館のバレーボール教室では
60歳を超える経験豊富な指導者により実施している経緯
があった。そこで，Ａ区体育館では，本学女子バレーボー
ル部の学生による指導を希望し，本学においても指導に
対する経験不足や未熟な点については確認したうえで，
バレーボールを通じて運動を実施すること，楽しく運動
を実施することをねらいとして，実施したものである。
この点において，主催担当者の意図は理解しながらも，
学生指導者の力量不足により，十分に達成できなかった
ことは，不徳の致すところであった。
　小学生に対する初心者指導については，やはり経験が
必要と考えるが，少年団に入団しない層を取り込み，橋
渡しをする目的であったり，バレーボールを通じた運動
や冬季間や雨天時でも実施できる活動と捉えるのであれ
ば，経験が少ない学生指導者であったとしても，バレー
ボールの楽しさやあるいは難しさについては，十分伝え
られるものであると考える。近年の少子化や小学生の運
動不足，あるいは運動機会の提供という観点では，学生
指導者であっても地域貢献に寄与するものである。
　地元バレーボール協会や近隣の少年団指導者からも非
常に興味深く，関心や問い合わせが寄せられていた。札
幌市内の少年団数は男子７団，女子10団であり，特にＡ
区内には男女各１団のみである。近隣市においても少数
である。入団者を確保するのも一苦労であることから，
バレーボール競技人口や底辺拡大の一翼を担うことにも
繋がると考える。
　今回は機会に恵まれ，バレーボール教室を担当するこ
とができた。初心者の小学生でありながらも，指導を担
当することとなった学生たちにとっては，非常に貴重な
体験となった。大学の役割は，第１に学生に対する高等
教育であることはもちろんであるが，地域社会に貢献す
る人材育成や生涯学習社会の場の形成，文化芸術スポー
ツ振興の中核でもある。こうした機会を頂くだけでなく，
積極的に開催や実施ができるよう，日頃より指導者育成
活動を行っていきたい。
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付　記
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ター・センター選定事業として実施された。
表１　参加者の出席状況
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
前期 中期 後期
4/8 4/15 4/22 5/6 5/13 5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24 7/1 7/8 7/15 7/22 7/29 8/5 8/19 8/26 9/2 9/9 9/16 9/23
1 男 5年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
2 男 6年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯
3 女 4年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
4 女 4年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
5 女 5年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
6 女 5年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
7 男 6年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯
8 男 6年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯
9 男 6年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ × × ◯ × ◯ × ◯ × ×
10 男 6年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯
11 女 5年生 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
12 女 5年生 － － ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
13 女 5年生 － － ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
14 男 5年生 － － － － － － － － － － － － － － － ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
出席 11 11 13 13 12 12 13 12 13 13 13 12 11 13 12 12 14 11 14 13 14 9 13
欠席 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 2 0 1 2 0 3 0 1 0 5 1
在籍 11 11 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 14 14 14 14 14 14 14 14
─　　─170
バレーボールを通じた学生指導者の地域貢献活動について
文　献
１）馬場宏輝，丸山富雄，仲野隆士：大学を核とした総
合型地域スポーツクラブの創設・育成・運営の可能
性について～仙南広域スポーツ研究会の活動報告か
ら～ .仙台大学紀要，40（1），111－123，2008.
２）服部直幸，土井進：学生主体の地域貢献活動「信大
YOU遊未来」による学生の成長，教育実践研究 : 
信州大学教育学部附属教育実践総合センター紀要，
14，91－100，2013.
３） 東根明人：子どものつまずきがみるみる解決する
コーディネーション運動ボール運動編．pp.68－69，
明治図書出版，東京，2007．
４）平岡亮，北澤一利，小澤治夫他：大学が実施した地
域住民の健康づくりを目的とする地域貢献活動の報
告，釧路論集 : 北海道教育大学釧路分校研究報告，
37，109－115，2005.
５）池田孝博：大学を拠点とした総合型地域スポーツク
ラブの運営に関する諸問題.福岡県立大学人間社会
学部紀要，19（1），1－8，2010.
６）工藤憲：スキルアップドリル─小学生バレーの指導
者を目指す人の「必携バイブル」．pp.2－8，日本文
化出版社，東京，2014．
７）松下雅雄：学生のスポーツボランティア活動の支援
事業─スポーツの実践的指導力を持った学生を“地
域とともに”育て，地域のスポーツ活動を活性化す
る (特集 大学の地域貢献の促進） 大学と学生 (18），
第一法規，東京，pp.32－36，2005．
８）村上里志，椎葉浩亮，田村桂子：地域住民・学生・
教員の地域共生を目的としたフィットネス教室の
開催，体育・スポーツ教育研究，4（1），12－17，
2002．
９）炭谷将史：大学を核とした地域密着型クラブの意
義と課題～大学側の視座からの考察～，聖泉論叢，
21，25－34，2013．
10）竹田正樹：「京たなべ・同志社スポーツクラブ」を
例とした大学と地域連携による 地域総合型スポー
ツクラブの提案.同志社スポーツ健康科学，1（1），
61－70，2009．
